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構造物を効率的に維持管理し、長く使いこなすための
合理的な耐久性向上技術の普及が望まれる

/ 252寒地山間部の地覆寒地沿岸部の橋台
/ 253

所定の性能（吸水抑制、防錆）を
発揮する液状材料（表面含浸材）
をコンクリートに塗布、含浸させる
ことで耐久性を高める工法

表面含浸工法とは

/ 254表面含浸工法の特徴

 工程が少なく、簡便で、施工性に優れる
 製品にもよるが、全般的に安価で、経済性に優れる
 施工範囲を改質が必要な範囲に限定することが可能
 樹脂系の被覆材とは異なり、水蒸気透過性を有する
 外観が変化しないため、施工後も目視点検が可能外観 変 な 、施 後 目視点検 能
 不足性能を補うことが可能（例、かぶり不足など）
 改修時の産業廃棄物の発生量が少ない
 含浸部は紫外線の影響を受けない

今回のショーケースでは、
シラン系表面含浸材と含浸性防錆材について紹介
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シラン系表面含浸材



/ 256シラン系表面含浸材塗布後のイメージ
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シラン含浸部分
（吸水防止層＝保護層）

塗布6年経過後の道路橋地覆から
採取したコアに水を噴霧した状況
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直接
噴霧

表面を
紙ヤスリで
擦 てから

塗布8年経過後の部材（水を噴霧）

擦ってから
噴霧
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試験施工の状況（北海道・道路橋地覆・
打換えから14日経過後に施工）

/ 2510道路橋車道地覆（内陸部・4年目）

シラン塗布区間 無塗布区間

/ 2511道路橋車道地覆（山間部・1年目）

無塗布区間 シラン塗布区間
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10

8

6

4イ
オ
ン
量

(k
g/

m
3 ) 黒：無塗布

プロット：実測値
実線：計算値

青：塗布（シラン5）

道路橋地覆6年目
内陸部6年目
（打換え時に塗布）

無塗布
塗布

費
用

(百
万
円

)

20

30

40
無塗布

塗布
(6年毎再塗布）

発錆限界
到達

(部材打換)
塗布した
場合のLCCは
塗りつぶした
領域内の値に

2

0

塩
化
物

0 1 2 3 4
表面からの距離(cm)

塩化物ｲｵﾝ浸透抑制効果の持続を確認
再塗布年数を適切に定めることでﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ縮減も期待
（ただし、対象は、新設もしくは打換え後の部材）

費

0 20 40 60 80 100
0

10

(6年毎再塗布）

経過年数

塗布
(再塗布なし）

領域 値
なると推察

/ 2513

シラン系表面含浸材の利用拡大

＝表面被覆材（ウレタン）の端部剥離抑制＝
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浮き

裂き

表面被覆材によるコンクリートの保護効果は、
端部の劣化（剥離）によって大きく損なわれる

端部にシランを塗布することで
剥がれを抑制する技術について紹介
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凍結融解試験
（塩水使用）

端部へのシラン塗布 付着強度試験

/ 2516ウレタン端部の付着強度の測定結果
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ウレタン

30cm

シラン
（ウレタン端部）

試験施工の状況（北海道・道路橋床版）
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含浸性防錆材（アミン）

/ 2519含浸性防錆材塗布後のイメージ

コンクリート表面

気化・拡散

アミン

鉄筋周りに付着
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試験施工の状況（北海道・道路橋主桁）

/ 2521試験施工一般図
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腐食速度
の測定

/ 2523腐食速度の経年変化
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/ 2524成果の社会還元（道路設計要領へ反映）

①防災・技術・機械・電気通信

②道路設計要領

③第3集 橋梁

④参考資料

道路橋での表面含浸材の
適用にあたっての留意事項

道路橋での表面含浸材の設計
および施工にぜひお役立て下さい

北海道開発局の
ホームページから
ダウンロードできます

http://www.hkd.mlit.go.jp/

/ 2525平成24年度全建賞（調査研究部門）受賞

2013年6月28日、本技術に平成24年度全建賞が授与

お世話になりました関係各位に厚く御礼申し上げます
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ご静聴、ありがとうございました

Thank you for your kind attention

お問い合わせ先

寒地土木研究所 耐寒材料チーム
担当
TEL
FAX

: 島多 昭典、遠藤 裕丈
: 011-841-1719
: 011-837-8165

Contact information for inquiry


